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可燃性混 合無冊 申 を億 播 す る火焔の速 度の;ua定法 と しては,從來 次 の様 な種類の方法が 用ひ
られ て居 る.
1)電 路 切 断 法 〔Fcreen"・lfCmethod)
2)電 路 短 絡 法{Ionizedgapmethod)
3)謝5眞 法`Yhotorraphic1巳tctLodl
4)Jlt穴pik力 法 〔>lasimumpresm・emethod)
この 中第(2)の 電路短縮 法 に1ま二通bの 方法が言己載 され て居 る.一一・つは(:,1火娼 び)通路 に
一・定の冠 駆に保つた敷 針の電 極 を挿 入 し,こ の電 越醐糠 を火娼 が通過 す ろ時,火 娼 中の イオ ン
に依つて電 極間が短絡 され て生す ろ イオ ン電 流 を電磁 才ツ シログラ フに依て 記録 す る方法 で
あ ろ.り今一・っはQ,)此 等電 極岡に 火花放電 冠唾 よ1】,,.し低 い電 駆 を'f&め興へ ておい て,薮 に
火燗 が到 達 した時火花 放電 を起 させ,同時 に之 と直 列にkiけた第 二の聞隙 に誘獲 され ろ火花の
光 を直接 廻穂感光 ブ イルi.に言己鎌す る方法 で ある.,
.警膏等 は,この(olの方法 をftlひ・て,低 鷹 水素一寮氣 中の 大焔何 播速 度 を測 定 し様 と したので
あるが,イ.オン密 度が 隙.・の と(ユ〔}層7A以.ド).オッシ ・グラ7の 振動子 の感度が低 し・(10':1)
爲に,魯 通の交流増幅 狡置 をnipても火娼 の通過時刻 の記録 が 出来 なかつ たので.イ オ ン電流.
を記壕 する代 りに,(1,)0)方法の様 に 火花放電法 を用ひ.そ の 火花電流 を直 接▽オツシ"グ ラ
フに紀録 する事 に依つ て所期 の1.1的を蓮 す る事が出來 た.EPち 上 述の{al,〔h)二方法 の折 衷
法 とも云ふ 可 きものであ つて,鴬 流 感度の鈍 い振 動予 を川ひね ばな ら甘ユ臨 とか,イ オン電流 の
極 度に小 さい揚 合に都 合力:よ.いと思はれ るか ら,そ の實駒 方法 と結 果に就 て簡.畢に報告 す ろ.
實 験 装 置
オツ シロヴラフ:實 験1こ用ひた電磁 オツ シログラフは横 河製三 エ レ メン ト型 の もので,火
花電 流記録 用振動 予はA型 で惑度は2xlo-ll.CA/nun,瑚期 は1!6000秒,抵抗19,最 大
電流 は450m:1の もので あろ.
1)SchxauBer:Y1ノ λA,75,4爾(【931》
.2)N




反簸菅:反 慮管は第1圓 に示 す様 な硝 子製 圓r3で内 纒2.Ocm,長 さは約120cmで あ る.
Bは 勤 火用の アル ミ呂ウ ム製球欺電 極で,火 花 間隙は約2mmで あ る.c,及 びciま 火鰯通






'鮎 火火花護 生装 置=第2岡Aな る感慮 コイルの一吹 同路 を電鍵r.,に依つ て豫 め閉 じてお
き・オ ツシuグ ラ7の 白動 スヰ ツチ を押 す と.r1動スヰ ツチに依つ て廻韓 悠光紙 の シャツ ター
が開 いてか ら一定時聞 後に第2圃Eの 部分 が短絡 され,電 磁 石Dに 依つ て鍵x,が 開かれ て,
s(第1圓 のsに 相 當 ずる 火花 聞 隙)に 火花 が飛び,混 台・氣 に鮎 火～illる.その時 の 大花電 流






















電極間を通遜する時に妓に イオンst流が流れ ろから,その瞬闇に流れる寵流 をu:接或はHaasし
てオツシログラフに記録すればよいわけであるが,奉 實験に川ひたkSな條件,euち全購約20
cmの水素一室氣漫合無llIで,L'.記C1或はc;の如1.翫琶極開に生するイォン電流1.よ10一㌘A以下




































に 保つて訟いて,火 焔通 過 の際 に換 坐す る火花 電流 を記 鍬す る事 に した.第3間 は電 極C雪 に
輿へ.る操 備電曝 獲 生同路 で,Kは オツシ ロrラ フの第2の 擬動 子 であ る.こ の實験 に於ては,
電極.LIの方 は用.ひないでc・め方丈 を用ひた・即ちS3iに記録 された 火糊 播 距離は調 改 火花
間 隙BとC.と の闘隔(95cm')であつ て,.目.つ火爆俳 播速 度は一様 な ものではないか ら,簸 に
云ふ準 度 とはB,U問 の4鮪5蟻 に外 な らない・
火花 竈腿 は・ヒ記 火花m隙c.で は ノk素の装氣(2;5)逞合氣 のDte力y〔km附近 に於 て,約i500v
で あろが, .火焔が通過 す る時}ζは9〔工OV程度 に低1"すうか ら,15t)n一..900V程度のfgEfan電座
をc.に か けておけば,火 焔 の來 た瞬聞 に 大花放電 が起 るわけで あ る.併 しこの猿 備電 歴 を商
くす る と後に述べ る様 に,鐵 火火花 と同時;こC巴め方iこもx花 が誘c｢1る 團向が あ るか ら,
幾 分 この豫 備電1劉よ低、・.方が よい.様であ る.
寳 験 結 果
第4岡 の葛眞は.實験結黒の一・例 を示す ものである.二本の4く行線の巾の下の方1こ現れた凸
・ 起部分は猫 火 火花の時 刻 を 示 す もの で,
.1:の.方の線 に現れ.た短.い%fl"1i'十li分が 大娼
通 過時刻 を示 す もので ある.*最下部 の鐵
線 ぽ,時 間記録 で60サイ クルの交流電 源
に於ては ・餉が ユ/rm秒1.こ相當 して暦 る.
斯 くして得 られ た豫 備實験 精 果を示す
と第 一.・表の通 りであ ろ.
.継力の増加に從
つ て.E;均速 度が急激 に
増 加する傾向が認 め られ る.
藪 に言.i三意 す可 きは,豫diiが120uv
の時 屡 々第5圖 の如 き記録 が 得 られ る事
で あろ.こ れ は鐵 火 火花 と同時 に,C=に
火花が搬 生 して居 る事 を示 す もの であ る
が,こ れ は混 合氣の代 りにti氣を用ひて
も現れ る事か ら考へ ると,このC2に 現れ
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π火花は,勤火火花に依て誘導 された ものであつて,x過 に依るものでない事は明かであ
る.こ れは二つの火花放電回路の闇に感慮現;駅が超つて居ろ事 を示す ものではないか と!x,13






れ る・こめ1灘 …現 象はC.の 豫 備電 歴を
なる べ く 低 くすれ ば 避 け る事 が 出來 る
が,爾 配線の泌蔽 に も充分注意 す可 き.で.
あ らう.
要す る.に,.k蓮.の様 な.方法 を用.ひる と
振 動子の感度が 多少鈍 かつ た り・ イオ ン
需 度力=小``/aO・に も.電 磁 オッ シ ログ
ラフを1.uひ.て,オ引當1男瞭 に, .火焔{專播 速
.度を測 る.事がr十i來.る.事力.:わかつた.
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